




（参考） 

１ 断層による地震動の評価では、地質調査結果等に基づいて、断層の位置や大きさを設定するととも

に、地震調査研究推進本部の「震源断層を特定した地震の強震動予測手法」（レシピ）にしたがって、

断層面の中でも特に強い揺れを発する「アスペリティー」の位置、数、大きさ等を設定し、さらに、

これらのパラメータをもとに、断層面を細かく区切った各区画からの揺れを評価、合成して地震動を

予測している。 

２ 今回の四国電力の報告書の敷地前面海域の断層評価においては、地質調査等により、伊方発電所の

前面域海域に「ジョグ」（断層が分岐や屈曲等していて、断層の境目とみられる箇所）が認められ、

アスペリティーは存在しないと考えられることから、敷地前面にはアスペリティーを置かず、敷地前

面の両側にアスペリティーを設定して、地震動評価を行っている。（下図） 

３ しかしながら、これまでの技術専門部会での審議において、「不確かさの考慮として、安全側に、

発電所に最も近い位置に大きい方のアスペリティーがあるとしたケースも評価すべき」との意見があ

ったことから、今回その追加評価を要請したもの。 

 

発電所の前面にアスペリティーを置いていない 

 

（技術専門部会 四国電力提出資料） 




